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大学等設置に係る設置計画履行状況報告書

学　　長

職　　名

（４） 管理運営組織

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国　立　大　学　法　人　　　琉　球　大　学

（２） 大　学　名

　　　　琉球大学　観光産業科学部　観光科学科
　　　　                          産業経営学科

（３） 大学の位置

　　　　沖縄県中頭郡西原町字千原１番地
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修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

年 人 年次 人

　観光産業科学部 人

　　  観光科学科 4 60 － 240

　 学士（観光学）

対象年度

区　分

人 人 人 人
(　-　) ( - ) ( - )

40 40 60 60
　 (　-　) (　-　) (　-　)

171 168 163 280

　 (　-　) (　-　) (　-　)

132 128 111 218

　 (　-　) (　-　) (　-　)

43 43 65 64

　 (　-　) (　-　) (　-　)

42 41 62 61

入学定員超過率 　 (　-　) (　-　) (　-　)

Ｂ／Ａ 1.05 1.02 1.05 1.01

対象年度

学　年

[　0　] [　0　] [　0　] [　0　]

42 41 62 63

[　0　] [　0　] [　0　]

41 42 60

[　0　] [　0　]

41 48

[　0　]

34

[　0　] [　0　] [　0　] [　0　]

42 82 145 205

1.03倍

志願者数

合格者数

平成１８年度 平成１９年度平成１７年度

Ａ　 入学定員

受験者数

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度

平均入学定員
超 過 率

備　　考

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

認 可 時 の 計 画
備　　　　　考

１年次

２年次

３年次

４年次

計

調査対象学部等の
名称（学位）

Ｂ　 入学者数

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

備　　　　　考平成１７年度

平成２０年度
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[　　0]
0

[　　0]
42

うち平成１７年度入学者 0人 うち平成１７年度 42人

[　　0]
0

[　　0]
83

うち平成１７年度入学者 0人 うち平成１７年度 42人

うち平成１８年度入学者 0人 うち平成１８年度 41人

[　　0]
0

[　　0]
146

うち平成１７年度入学者 0人 うち平成１７年度 42人

うち平成１８年度入学者 0人 うち平成１８年度 41人

うち平成１９年度入学者 0人 うち平成１９年度 62人

[　　0]
1

[　　0]
207

うち平成１７年度入学者 0人 平成１７年度 42人

うち平成１８年度入学者 1人 平成１８年度 41人

うち平成１９年度入学者 0人 平成１９年度 62人

うち平成２０年度入学者 -人 平成２０年度 61人

　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

平成１７年度

退学者数（ａ） 入学者数（ｂ）
入学者に対する
退学者数の割合

（a/ｂ）

[　　0％]
　　　0 ％

　　　　　　区　分

 対象年度

計 計

（主な退学理由）

計 計

計 計

[　　0％]
　　　0 ％

（主な退学理由）

平成１９年度

（主な退学理由）
・他の教育機関への入学・転学（1人）

計

（主な退学理由）

[　　0％]
　　　0 ％

平成１８年度

[　　0％]
　　　 0.5％

計

平成２０年度
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修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

年 人 年次 人

　観光産業科学部 人

　　産業経営学科

(昼間主コース) 4 60 - 240

(夜間主コース) 4 20 - 80

　学士（経営学）

対象年度

区　分

人 人 人 人
(　- ) (　-　) (  　) (  　)

80 80
(　-　) (　-　) (　 　) (　 　)

271 374

(　-　) (　-　) (　 　) (　 　)

186 275

(　-　) (　-　) (　 　) (　 　)

88 89

(　-　) (　-　) (　 　) (　 　)

83 86

入学定員超過率 (　-　) (　-　) (　 　) (　 　)

Ｂ／Ａ 1.03 1.07

対象年度

学　年

[　0　] [　0　] [　 　] [　 　]

83 89

[　0　] [　　 ] [　　 ]

81

[　　 ] [　　 ]

[　　 ]

[　　 ] [　　 ] [　　 ] [　　 ]

83 170

１年次

一部の学生については、転籍
手続き中

２年次

３年次

計

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 備　　　　　考

４年次

Ａ　 入学定員

1.05倍

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度
平均入学定員
超 過 率

備　　考

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

認 可 時 の 計 画
備　　　　　考
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[　0　]
2

[　0　]
83

うち平成１９年度入学者 2人 うち平成１９年度 83人

[　0　]
0

[　0　]
169

うち平成１９年度入学者 0人 平成１９年度 83人

うち平成２０年度入学者 -人 平成２０年度 86人

[　　 ] [　　 ]

うち平成１９年度入学者 人 うち平成１９年度入学者 人

うち平成２０年度入学者 人 うち平成２０年度入学者 人

うち平成２１年度入学者 人 うち平成２１年度入学者 人

[　　 ] [　　 ]

うち平成１９年度入学者 人 うち平成１９年度入学者 人

うち平成２０年度入学者 人 うち平成２０年度入学者 人

うち平成２１年度入学者 人 うち平成２１年度入学者 人

うち平成２２年度入学者 人 うち平成２２年度入学者 人

平成２０年度

計 計

[　　0％]
0％

（主な退学理由）

平成１９年度

計 計 [　　0％]
　　　2.4％

（主な退学理由）
・夜間主から昼間主へ移籍するため再受験(1人)
・家庭の事情(1人)

　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

　　　　　　区　分

 対象年度
退学者数（ａ） 入学者数（ｂ）

入学者に対する
退学者数の割合

（a/ｂ）

平成２１年度

計 計

[　　％]
　　　％

（主な退学理由）

平成２２年度

計 計

[　　％]
　　　 ％

（主な退学理由）
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現代会計のしくみ
現代経済の諸問題

教養領域自然系科目

大気の科学

経済の歴史
現代経営のしくみ
現代流通のしくみ
情報メディアと創造性

人類文化の比較
大学教育入門－社会編
消費者の自立
現代経済のしくみ

現代アジア論
地域と生活
現代社会のしくみ
マスコミと社会

人間と哲学の知
人間と世界
思考の論理入門

美術の世界

日本古典文学の世界
小説の社会学
文学の楽しみ
ことばの構造と意味

東洋の歴史と文化

日本語のしくみ

西洋の歴史と文化
考古学入門
音楽の世界

陶芸の世界
オーケストラの楽しみ
楽しく学ぶギター弾き語りⅡ

美術と社会
人文系特別講義Ⅰ

法と社会
憲法概論
現代政治の課題
日本の政治

コーラルアンサンブルの楽しみ
楽しく学ぶギター弾き語りⅠ
染織の世界

美術って何？

教養領域社会系科目

西洋思想とインドの思想
環境の哲学
心の科学
人間関係論
心の実験室
科学技術の倫理
生き方の探究
人間と倫理
職業の倫理学
生命倫理
近代日本の社会と表現

授業科目の名称

共
通
教
育
科
目

２　授業科目の概要

＜観光産業科学部　観光科学科＞

（１） 授業科目表

単位数又は時間数

教養領域人文系科目

日本語のはたらき
中国古典文学の世界
２０世紀の中国文学
歴史を掘る

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2
1・2

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4 2

選　択

2
2
2
2
2
2
2
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

自　由必　修 教　授 講　師 助　教

配　当
年　次

専任教員配置
備　　　　考

助　手准教授

2
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健康・運動実技（ﾃﾆｽ）
健康・運動実技（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）
健康・運動実技（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）

森の文化史

健康・運動実技（ｳｪｲﾄﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ
健康・運動実技（エアロビクス）
健康・運動実技（サッカー）
健康・運動実技（キャンプ）
健康・運動実技（特別）

健康・運動実技（水泳）
健康・運動実技（ダイビング）

健康・運動実技（ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ）
健康・運動実技（キャンプ）

健康と運動の科学Ⅰ
健康と運動の科学Ⅱ
健康・運動科学演習
健康・運動実技（ﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝ）

健康・運動実技（ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ）
健康・運動実技（ソフトボール）

健康・運動実技（卓球）

コンピュータ・グラフィックス
遺伝学入門
人間と物理学

教養領域健康運動系科目

環境デザイン論
ヒトの健康科学
分子の世界
パースの世界

生物の生活
生命の科学
生活空間の計画
ランドスケープ論

数理の構造
数の文化
時間と空間
生活の科学

地球の科学
海洋の科学
宇宙の科学
統計と社会

健康・運動実技（ラート）

健康・運動実技（琉球舞踊）
健康・運動実技（空手）

健康・運動実技（ゴルフ）

総合・琉大特色科目
脳の発達と人間
アメリカの文化と社会
住まいの科学
環境の保全
環境問題
ヒトの科学と人間の医学
動物実験の基礎
遺伝子の話
死と哲学の知
科学と疑似科学
キャリア概論
高齢社会を生きる
ボランティア入門
頭脳を鍛える囲碁入門
大学間共同授業
倫理総合討論
地球環境と人間
先端情報工学概論

環境保全型農業

授業科目の名称

共
通
教
育
科
目

1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
3・4・5・6
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

単位数又は時間数

2

2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

1
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

2
2
2
2
2

2
2
2
2
2

2
2

2
2
2
2
2

必　修 選　択 自　由 教　授 講　師

配　当
年　次

専任教員配置
備　　　　考

助　教 助　手准教授
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沖縄の基地と戦跡Ⅰ

自由と民主主義の研究
人口と食糧
核の科学

沖縄の基地と戦跡Ⅱ
琉球語入門Ⅰ
琉球の文学
沖縄の美術・工芸
地域の科学
近代沖縄の社会と表現
琉球の自然
琉球弧の自然誌
現代の国際関係
沖縄の政治と社会
沖縄の学力と教育
移民論
三線と島唄
うちなーぐちあしび
亜熱帯－西表の自然
琉球アジア研究入門
職業と人生
キャンパスエコライフ理論と実践

総合特別講義Ⅰ
総合特別講義Ⅱ
総合特別講義Ⅲ
現代アメリカ論
女性学
地震と防災
環境影響評価概論
大学と産業の振興
女性と社会
ウチナーグチ入門（中級）
沖縄研究入門
台風－自然と風土
琉球の自然保護
沖縄のサンゴ礁
琉球の地理
異文化コミュニケーション

基幹領域情報関係科目
情報科学演習
日本語表現法入門

基幹領域外国語科目
総合英語演習Ⅰ
総合英語演習Ⅱ
英語講読演習Ⅰ
英語講読演習Ⅱ
英語講読特演
実用英語特演
特別英語演習
中級英会話演習
上級英会話演習
TOEIC演習
TOEFL演習
英検準１級演習
目的別英語演習Ⅰ
目的別英語演習Ⅱ
基礎ドイツ語Ⅰ
基礎ドイツ語Ⅱ
基礎ドイツ語Ⅲ
基礎ドイツ語講読
応用ドイツ語特演
ドイツ語特演
基礎フランス語Ⅰ
基礎フランス語Ⅱ

授業科目の名称

共
通
教
育
科
目

2

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2
1・2
1・2

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
3・4・5・6
3・4・5・6
3・4・5・6
3・4・5・6
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4

1
1・2・3・4

1
1・2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4
3・4

1・2・3・4
1・2・3・4

単位数又は時間数

1
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2

2
2
1

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

必　修 選　択 自　由 教　授 准教授

配　当
年　次

専任教員配置
備　　　　考

講　師 助　教 助　手
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中国語特演

基礎フランス語Ⅲ
基礎フランス語講読
基礎フランス語会話
応用フランス語会話
フランスのことばと風物
基礎スペイン語Ⅰ
基礎スペイン語Ⅱ
基礎スペイン語Ⅲ
基礎スペイン語講読
基礎スペイン語会話
応用スペイン語会話
スペインのことばと風物
スペイン語特演
基礎ロシア語Ⅰ
基礎ロシア語Ⅱ
基礎中国語Ⅰ
基礎中国語Ⅱ
基礎中国語Ⅲ
中国語講読演習
初級中国語会話
基礎中国語講読
応用中国語演習

中国語のことばと風物
基礎朝鮮語Ⅰ
基礎朝鮮語Ⅱ
基礎朝鮮語Ⅲ
基礎朝鮮語講読
応用朝鮮語演習
基礎タイ語Ⅰ
基礎タイ語Ⅱ
基礎ヴェトナム語Ⅰ
基礎ヴェトナム語Ⅱ
基礎ヴェトナム語Ⅲ
基礎ラテン語Ⅰ
基礎ラテン語Ⅱ

先修科目及び転換科目
微分積分学ＳＴＩ
微分積分学ＳＴⅡ
微分積分学ＡＤＩ
微分積分学ＡＤⅡ
線形代数学Ⅰ
線形代数学Ⅱ
線形代数学演習Ⅰ
線形代数学演習Ⅱ
統計学
統計学Ⅰ
統計学Ⅱ
微分積分学入門Ⅰ
微分積分学入門Ⅱ
地球科学Ⅰ
地球科学Ⅱ
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ
物理学入門Ⅰ
物理学入門Ⅱ
物理学実験
化学Ⅰ
化学Ⅱ
化学実験
化学入門Ⅰ
化学入門Ⅱ
生物学Ⅰ
生物学Ⅱ

授業科目の名称

共
通
教
育
科
目

2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4

単位数又は時間数

2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4
3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
2・3・4
3・4

2・3・4
2・3・4
2・3・4
3・4

2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4

1
1
1
1
1
1
1
1
2

1・2・3・4
1・2・3・4

1
1
1
1

1・2・3・4
1・2・3・4

1・2
1・2

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2
1・2
1・2
1・2

必　修

2

選　択

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

1

2
2
2
2

2
2
1
2

自　由

2
2
2

2
2
2

教　授 准教授

配　当
年　次

専任教員配置
備　　　　考

講　師 助　教 助　手
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小計（２５３科目）

担当　片岡英尋（准教授）

平成20年７月　変更書提出予定⑳

担当　片岡英尋（准教授）

平成20年７月　変更書提出予定⑳

担当教員の変更（小林弘二教授

辞退により、兼任教員で対応）⑳

担当　片岡英尋（准教授）

平成20年７月　変更書提出予定⑳

担当　片岡英尋（准教授）

平成20年７月　変更書提出予定⑳

小計（１６科目）

担当　片岡英尋（准教授）

平成20年７月　変更書提出予定⑳

担当　片岡英尋（准教授）

平成20年７月　変更書提出予定⑳

担当　片岡英尋（准教授）

平成20年７月　変更書提出予定⑳

産業観光論
観光リスクマネジメント
経営情報論
観光情報論
観光経営論
サービス経営論
国際マーケティング
ホスピタリティ・マーケティング

まちづくり・地域興し論
観光業界の経営分析

小計（１６科目）

　平成20年４月から教育課程の充実
を図るため、専任教員に変更⑳
　担当　大城肇（教授）
　平成２０年１月　教員審査済
　判定　可

小計（１０科目）

生物学実験
図学

日本語・日本語事情
日本語Ⅰ
日本語Ⅱ
日本語Ⅲ
日本語Ⅳ
日本語Ⅴ
日本語Ⅵ
日本事情Ⅰ
日本事情Ⅱ

基礎演習

情報処理演習Ⅰ

情報処理演習Ⅱ

観光学概論Ⅰ

観光学概論Ⅱ

沖縄観光入門

ホスピタリティ英語Ⅰ

ホスピタリティ英語Ⅱ

観光ビジネス論

観光経済学

健康保養観光概論

持続可能観光論

観光地理学

インターンシップⅠ

観光学演習Ⅰ

観光学演習Ⅱ

ホスピタリティビジネスのマナー

ホテル経営論

観光キャリア開発実践論

旅行ビジネス関連約款

観光マーケティング論

観光と交通

国際観光論

観光都市地域計画論

リゾート開発論

島嶼観光産業論

観光政策論

地域づくりと観光開発

島嶼経済学

アジア経済論

国際開発論
Quantitative Methods of Tourism

授業科目の名称

共
通
教
育
科
目

専
門
科
目

観
光
基
礎
科
目

（
必
修

）

ツ
ー

リ
ズ
ム
　
ビ
ジ
ネ
ス

ツ
ー

リ
ズ
ム

デ
ベ
ロ

ッ
プ
メ
ン
ト

1・2

配　当
年　次

1

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

－

1

1

1

1

1

1

2

2

2・3

2・3

2・3

2・3

2・3

3

3

4

2・3・4

－

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4
2・3・4
2・3・4

－

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2

2

2

単位数又は時間数

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

4

4

36

2・3・4

2・3・4

－

2・3・4

2・3・4

1
2

2
2
2
2
2
2
1
1

476

2

2

2

2

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2

2

2

32

2

2

2

1

1
1

1
2

1

1

1

必　修 選　択 自　由 教　授

6

1

1

－

准教授

4

1

1

1

1

2

2

2

20

2

1

1

6

6

5

5

5
6

1

1

1

2

2

1

4

4

4

0

1

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

専任教員配置
備　　　　考

講　師 助　教 助　手

5

1

1

1

1

1

1

1

1

1
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小計（１４科目）

自然観光資源概論

文化観光資源概論

小計（１３科目）

担当　片岡英尋（准教授）

平成20年７月　変更書提出予定⑳

担当教員の変更のため⑳
　担当　梅村哲夫（准教授）
　平成２０年１月　教員審査済
　判定　可

集中講義

集中講義

集中講義
担当　片岡英尋（准教授）
平成20年７月　変更書提出予定⑳

集中講義 

小計（２４科目）

[　　　] [　　　] [　　　] [　　　]

科目

16 330 346 16 330 346

選　択 自　由 計
科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（２） 授業科目数

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計 必　修

健康長寿の科学
癒しと休養の科学

癒しと休養の科学演習

健康栄養学

ウェルネススポーツと観光

バリアフリー観光論

保養・健康政策論

食品衛生学

国際保養地論

観光と生態学

エコツーリズム論

ヘルスツーリズム論

公衆衛生学

国際保健学概論

地域資源とウェルネス

観光景観論

島の自然と観光

環境・平和学習と観光

ツ
ー

リ
ズ
ム
 
リ
ソ
ー

ス

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

健康保養産業論 

世界遺産概論

自然遺産保全論

文化遺産保存論

環境教育論

環境教育プログラム開発

島嶼沿岸生態系管理学概論

ビジネス英語Ⅰ

ビジネス英語Ⅱ

ホスピタリティ中国語Ⅰ

ホスピタリティ中国語Ⅱ

ホスピタリティ韓国語

ホスピタリティ日本語

観光統計論

社会調査法

観光社会学

余暇開発論

観光行動論

観光人類学

観光メディア論

沖縄の文化と歴史

観光関連法規

プロジェクト計画論

インタープリテーション論

インターンシップⅡ

Tourism Development of Hawaii

異文化コミュニケーション論

観光学特殊講義Ⅱ

観光学特殊講義Ⅰ

観光学特殊講義Ⅲ

観光学特殊講義Ⅳ

授業科目の名称

ツ
ー

リ
ズ
ム
＆
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス

共
通
専
門
科
目

専
門
科
目

　　　　　　　　合計（９３科目）

単位数又は時間数

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

－

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

－

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

1・2・3・4

3・4

1・2・3・4

1・2・3・4

1・2・3・4

1・2・3・4

－

－

配　当
年　次 必　修

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

28

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

26

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

48

63036

選　択 自　由

1

1

1

1

1

1

1

1

1

5
6

5
6

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

准教授

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

4

0

0

0

0 0

0

0

0

0

0

0

0

専任教員配置
備　　　　考

教　授 講　師 助　教 助　手

11



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ なし

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ なし

２

３

（３） 未開講科目　・・・　なし

（４） 廃止科目　・・・　なし

未開講科目と廃止科目の計

認可時の計画の授業科目数の計
＝ 0

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

なし
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教養領域自然系科目

備　　　　考
専任教員配置

助　手助　教講　師准教授教　授

単位数又は時間数

2

2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

自　由

2
2

選　択

2
2
2
2
2
1
1

必　修

配　当
年　次

1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4

1・2
1・2

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

人間と世界
思考の論理入門
西洋思想とインドの思想
環境の哲学
心の科学
人間関係論
心の実験室

授業科目の名称

共
通
教
育
科
目

教養領域人文系科目
人間と哲学の知

（１） 授業科目表

２　授業科目の概要

＜観光産業科学部　産業経営学科＞

科学技術の倫理
生き方の探究
人間と倫理
職業の倫理学
生命倫理
近代日本の社会と表現
日本古典文学の世界
小説の社会学
文学の楽しみ
ことばの構造と意味
日本語のしくみ
日本語のはたらき
中国古典文学の世界
２０世紀の中国文学
歴史を掘る
東洋の歴史と文化
西洋の歴史と文化
考古学入門
音楽の世界
美術の世界
コーラルアンサンブルの楽しみ
楽しく学ぶギター弾き語りⅠ
染織の世界
陶芸の世界
オーケストラの楽しみ
楽しく学ぶギター弾き語りⅡ
美術って何？
美術と社会
人文系特別講義Ⅰ

教養領域社会系科目
法と社会
憲法概論
現代政治の課題
日本の政治
現代アジア論
地域と生活
現代社会のしくみ
マスコミと社会
人類文化の比較
大学教育入門－社会編
消費者の自立
現代経済のしくみ
経済の歴史
現代経営のしくみ
現代流通のしくみ
情報メディアと創造性
現代会計のしくみ
現代経済の諸問題

大気の科学
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配　当
年　次

単位数又は時間数 専任教員配置
備　　　　考

選　択 自　由 教　授 講　師 助　教 助　手准教授

2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2

1
1
1
1

1
1
1
1

1
1
1
1

1
1
1
1

1
1
1
1

1
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2

必　修

1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
3・4・5・6
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
2・3・4

1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

地球の科学
海洋の科学
宇宙の科学
統計と社会
数理の構造
数の文化

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

授業科目の名称

時間と空間
生活の科学
生物の生活
生命の科学
生活空間の計画
ランドスケープ論
環境デザイン論
ヒトの健康科学
分子の世界
パースの世界
コンピュータ・グラフィックス
遺伝学入門
人間と物理学

教養領域健康運動系科目
健康と運動の科学Ⅰ
健康と運動の科学Ⅱ
健康・運動科学演習
健康・運動実技（ﾊﾞﾄﾐﾝﾄﾝ）
健康・運動実技（ﾃﾆｽ）
健康・運動実技（ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ）
健康・運動実技（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）
健康・運動実技（ゴルフ）
健康・運動実技（ラート）
健康・運動実技（卓球）
健康・運動実技（琉球舞踊）
健康・運動実技（空手）
健康・運動実技（ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ）
健康・運動実技（ソフトボール）
健康・運動実技（水泳）
健康・運動実技（ダイビング）
健康・運動実技（キャンプ）
健康・運動実技（ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ）
健康・運動実技（ｳｪｲﾄﾄﾚｰﾆﾝｸ
健康・運動実技（エアロビクス）
健康・運動実技（サッカー）
健康・運動実技（キャンプ）
健康・運動実技（特別）

総合・琉大特色科目
脳の発達と人間
アメリカの文化と社会
住まいの科学
環境の保全
環境問題
ヒトの科学と人間の医学
動物実験の基礎
遺伝子の話
死と哲学の知
科学と疑似科学
キャリア概論
高齢社会を生きる
ボランティア入門
頭脳を鍛える囲碁入門
大学間共同授業
倫理総合討論
地球環境と人間
先端情報工学概論
森の文化史
環境保全型農業

共
通
教
育
科
目
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備　　　　考
必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

専任教員配置配　当
年　次

単位数又は時間数

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

1
1
2
2

2

2
2

2
2

2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2

2

1・2・3・4
1・2・3・4

2・3・4
2・3・4
2・3・4
3・4

2・3・4
2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4

2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4

2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4

1
1・2・3・4

1
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

3・4・5・6
3・4・5・6
3・4・5・6
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
3・4・5・6

1・2
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4

1・2
1・2

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4

2
2
2
2
2
2

2
2
2

自由と民主主義の研究
人口と食糧

授業科目の名称

共
通
教
育
科
目

核の科学
沖縄の基地と戦跡Ⅰ
沖縄の基地と戦跡Ⅱ
琉球語入門Ⅰ
琉球の文学
沖縄の美術・工芸
地域の科学
近代沖縄の社会と表現
琉球の自然
琉球弧の自然誌
現代の国際関係
沖縄の政治と社会
沖縄の学力と教育
移民論
三線と島唄
うちなーぐちあしび
亜熱帯－西表の自然
琉球アジア研究入門
職業と人生
キャンパスエコライフ理論と実践

総合特別講義Ⅰ
総合特別講義Ⅱ
総合特別講義Ⅲ
現代アメリカ論
女性学
地震と防災
環境影響評価概論
大学と産業の振興
女性と社会
ウチナーグチ入門（中級）
沖縄研究入門
台風－自然と風土
琉球の自然保護
沖縄のサンゴ礁
琉球の地理
異文化コミュニケーション

基幹領域情報関係科目
情報科学演習
日本語表現法入門

基幹領域外国語科目
総合英語演習Ⅰ
総合英語演習Ⅱ
英語講読演習Ⅰ
英語講読演習Ⅱ
英語講読特演
実用英語特演
特別英語演習
中級英会話演習
上級英会話演習
TOEIC演習
TOEFL演習
英検準１級演習
目的別英語演習Ⅰ
目的別英語演習Ⅱ
基礎ドイツ語Ⅰ
基礎ドイツ語Ⅱ
基礎ドイツ語Ⅲ
基礎ドイツ語講読
応用ドイツ語特演
ドイツ語特演
基礎フランス語Ⅰ
基礎フランス語Ⅱ
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備　　　　考
必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教

専任教員配置

助　手

配　当
年　次

2
2
2
2

1

単位数又は時間数

2
2
1

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

1・2
1・2
1・2

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2

1・2・3・4
1・2
1・2

1・2・3・4

1
1
1

1・2・3・4

2
1・2・3・4
1・2・3・4

1

1
1
1
1

1
1
1
1

2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

1・2・3・4
2・3・4
2・3・4
2・3・4

2・3・4
3・4

2・3・4
1・2・3・4

2・3・4
3・4

2・3・4
2・3・4

1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4

2・3・4
2・3・4
2・3・4
3・4

2・3・4
2・3・4

基礎フランス語会話
応用フランス語会話
フランスのことばと風物
基礎スペイン語Ⅰ

2・3・4
2・3・4

2・3・4
2・3・4

2・3・4
1・2・3・4
1・2・3・4基礎スペイン語Ⅱ

基礎スペイン語Ⅲ
基礎スペイン語講読
基礎スペイン語会話
応用スペイン語会話
スペインのことばと風物

基礎フランス語Ⅲ
基礎フランス語講読

授業科目の名称

共
通
教
育
科
目

スペイン語特演
基礎ロシア語Ⅰ
基礎ロシア語Ⅱ
基礎中国語Ⅰ
基礎中国語Ⅱ
基礎中国語Ⅲ
中国語講読演習
初級中国語会話
基礎中国語講読
応用中国語演習
中国語特演
中国語のことばと風物
基礎朝鮮語Ⅰ
基礎朝鮮語Ⅱ
基礎朝鮮語Ⅲ
基礎朝鮮語講読
応用朝鮮語演習
基礎タイ語Ⅰ
基礎タイ語Ⅱ
基礎ヴェトナム語Ⅰ
基礎ヴェトナム語Ⅱ
基礎ヴェトナム語Ⅲ
基礎ラテン語Ⅰ
基礎ラテン語Ⅱ

先修科目及び転換科目
微分積分学ＳＴＩ
微分積分学ＳＴⅡ
微分積分学ＡＤＩ
微分積分学ＡＤⅡ
線形代数学Ⅰ
線形代数学Ⅱ
線形代数学演習Ⅰ
線形代数学演習Ⅱ
統計学
統計学Ⅰ
統計学Ⅱ
微分積分学入門Ⅰ
微分積分学入門Ⅱ
地球科学Ⅰ
地球科学Ⅱ
物理学Ⅰ
物理学Ⅱ
物理学入門Ⅰ
物理学入門Ⅱ
物理学実験
化学Ⅰ
化学Ⅱ
化学実験
化学入門Ⅰ
化学入門Ⅱ
生物学Ⅰ
生物学Ⅱ
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小計（２５３科目）

小計（　９科目）

小計（２３科目）

備　　　　考
准教授 講　師 助　教 助　手

0

－

0

1

1

1

3

4

4

4

専任教員配置

0

0

1

1

1

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

2

教　授

1

1

1

1

1

1

3

1

1

1

1

1

4

5

5

5

1

3

1

1

選　択必　修

2

1

自　由

2

1

1

単位数又は時間数

2

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

46

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

6

476

2

2

2

4

4

20

0

4

2

4

2

1・2・3・4

1・2・3・4

1・2・3・4

1・2・3・4

1・2・3・4

1・2・3・4

1・2・3・4

1

配　当
年　次

1・2・3・4

1・2

－

4

4

4

3・4

3・4

3・4

3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

－

2・3・4

2・3・4

3・4

3・4

4

4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

3・4

3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

1

1

1

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2

3

4

－

2・3・4

2・3・4

2・3・4

　　3科目のうち
　　2科目を選択
　　必修

学
科
特
色
科
目

1

1

専
門
科
目

品質経営論

経営戦略論

経営管理技法論

学
科
基
礎
科
目

学
科
選
択
科
目

Introduction to Management

経営学概論

マーケティング概論

簿記原理Ⅰ

生物学実験

図学

授業科目の名称

日本語・日本語事情

共
通
教
育
科
目

日本語Ⅰ

日本語Ⅱ

日本語Ⅲ

日本語Ⅳ

日本語Ⅴ

日本語Ⅵ

日本事情Ⅰ

日本事情Ⅱ

経営学演習Ⅱ

経営情報論

観光情報論

Introduction to Marketing

Introduction to Accounting

キャリア開発演習

経営学演習Ⅰ

観光経営論

観光事業論

サービス経営論

マネジメント実践論

マネジメント応用論

人材開発育成論

組織行動論

国際マーケティング

環境マーケティング

まちづくり・地域興し論

観光マーケティング論

人的資源管理論応用

ホスピタリティ・マーケティング

消費者行動論

市場調査論

会計学原理Ⅰ

会計学原理Ⅱ

観光業界の経営分析

環境会計論

ファイナンス実践論

ファイナンス市場論基礎

ファイナンス市場論応用

（経営学領域）

人的資源管理論基礎

中小企業発展論

ベンチャー・ビジネス論

中小企業経営論

競争戦略論

経営組織論

組織変革論

経営統計学基礎

応用経営統計学

17



集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

隔年開講

隔年開講

隔年開講

小計（４７科目）

[　　　] [　　　] [　　　] [　　　]

科目

6 326 332 6 326 332

選　択 自　由 計

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

（２） 授業科目数

認　可　時　の　計　画 変　　更　　状　　況
備　　　　　　　　考

必　修 選　択 自　由 計 必　修

備　　　　考
必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教

0

0

助　手

1

1

2

0

0

1

1

2

4

1

1

1

1

1

1

1

専任教員配置

5

5

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

100

628

2

2

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

4

2

2

2

2

2

4

2

2

2

2

2

2

2

2

単位数又は時間数

20－

1・2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

1・2・3・4

1・2・3・4

1・2・3・4

1・2・3・4

3・4

1・2・3・4

1・2・3・4

1・2・3・4

4

1・2

3

3・4

3・4

3・4

3・4

2・3・4

2・3・4

3

3

4

4

1

3・4

3・4

3・4

3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

2・3・4

配　当
年　次

合計（７９科目）

（マーケティング領域）

流通原論

授業科目の名称

専
門
科
目

学
科
選
択
科
目

チャネル管理論

ソーシャル・マーケティング

サービス・マーケティング

戦略的マーケティング

広告論

物流論

日本流通論

国際流通論

サプライチェーン・マネジメント

（会計学領域）

簿記原理Ⅱ

簿記の応用と展開

証券市場論

管理会計

会計監査論

原価計算論基礎

原価計算論応用

現代会計論

財務管理論

企業評価論

（領域共通）

情報教育演習

インターンシップ

異文化コミュニケーション論

企業の社会的責任・コンプライアンス基礎

企業の社会的責任・コンプライアンス応用

経営学特殊講義Ⅰ

経営学特殊講義Ⅱ

マーケティング特殊講義Ⅰ

商業科教育法

職業指導Ⅰ

マーケティング特殊講義Ⅱ

会計学特殊講義Ⅰ

会計学特殊講義Ⅱ

総合演習
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ なし

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ なし

２

３

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

なし

未開講科目と廃止科目の計

認可時の計画の授業科目数の計
＝ 0

（３） 未開講科目　・・・　なし

（４） 廃止科目　・・・　なし
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備考

大学全体

大学全体

グラウンド、サッカー場、野球場、プール、その他

( )借地部分
　貸与者

　 ・沖縄県
 　・沖縄森林
     管理署

　借用期間
　　H20.4.1～
　　H21.3.31
　（1年更新）

大学全体

大学全体

( 0 ㎡) ( 0 ㎡)

標　　本

〔うち外国書〕 点 点

国費による

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１) 区　　 分

校 舎 敷 地
0㎡

( 0 ㎡)
0㎡

( 0 ㎡)
534,590㎡

( 0 ㎡)
534,590㎡

( 0 ㎡)

（157,117 ㎡）

(２) 校　　　　　舎

校
　
　
地
　
　
等

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

157,117 ㎡ 0 ㎡

新設学部等の名称 室　　　　　　数

観光産業科学部
(４) 専任教員研究室

21 室

冊

17,130〔5,789〕

（951,476〔307,275〕） （17,130〔5,789〕）

視聴覚資料 機械・器具

３　施設・設備の整備状況，経費

0 ㎡ 157,117 ㎡

（157,117 ㎡）

8,445,469㎡
 ( 6,981,452 ㎡)

0㎡
( 0 ㎡)

0㎡
( 0 ㎡)

〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

図　　書 学術雑誌

点

951,476〔307,275〕 10,000〔10,000〕　

（0）

10,000〔10,000〕　 4,596 5 0

（10,000〔10,000〕） （4,596） （5）

（951,476〔307,275〕） （17,130〔5,789〕） （10,000〔10,000〕） （4,596）

収 納 可 能 冊 数

4,596 5 0

（5） （0）

1,007,750冊

学生納付金以外の維持方法の概要 該当無し

区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 千円 千円 千円

千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

5,473㎡

開設前年度
経費
の見
積り

完成年度開設年度

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

千円 千円 千円

第４年次 第５年次 第６年次

千円

千円設備購入費

図書購入費

千円

千円 千円

千円 千円 千円

8,445,469㎡
 ( 6,981,452 ㎡)

語学学習施設

（補助職員　2人）

5室

情報処理学習施設

10室

（補助職員　3人）
532室

実験実習室

62室

講　義　室

92室
(３) 教　　室　　等

演　習　室

　

図
書
・
設
備

(５)

計
17,130〔5,789〕

種

観光産業科学部
951,476〔307,275〕

(６) 図　　書　　館

新設学部等
の名称

教員１人当り研究費等

10,553㎡

完成年度

千円

796席

面　　　　　積

区　　分

閲 覧 座 席 数

運動場用地

小　　　計
627,870㎡

( 0 ㎡)

93,280㎡
( 0 ㎡)

0㎡
( 0 ㎡)

0㎡
( 0 ㎡)

93,280㎡
( 0 ㎡)

0㎡
( 0 ㎡)

0㎡
( 0 ㎡)

627,870㎡
( 0 ㎡)

0㎡
( 0 ㎡)

0㎡
( 0 ㎡)

7,767,199㎡
 ( 6,981,452 ㎡)

そ　の　他

合　　　計

7,767,199㎡
 ( 6,981,452 ㎡)

(８)

20



大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍
人

法文学部

　総合社会システム学科 4 170 12 794 1.04 平成9年度

　　（昼間主コース）

　総合社会システム学科 4 30 8 176 1.09 平成9年度

　　（夜間主コース）

　人間科学科 4 95 3 386 学士
（人文社会）

1.06 平成9年度

　国際言語文化学科 4 80 3 326 1.07 平成9年度

　　（昼間主コース）
　国際言語文化学科 4 30 4 128 1.01 平成9年度

　　（夜間主コース）

観光産業科学部

　観光科学科 4 60 － 200
学士
（観光学） 1.02 平成17年度

　産業経営学科 4 60 － 120 1.01 平成19年度

　　（昼間主コース）
　産業経営学科 4 20 － 40 1.12 平成19年度

　　（夜間主コース）

教育学部

　学校教育教員養成課程 4 100 － 400
学士
（教育学） 1.09 平成11年度

　生涯教育課程 4 90 － 360
学士
（教育学） 1.02 平成11年度

理学部

　数理科学科 4 40 － 160
学士
（理学） 1.03 平成8年度

　物質地球科学科 4 65 － 260
学士
（理学） 1.05 平成8年度

　海洋自然科学科 4 95 － 380
学士
（理学） 1.04 平成8年度

医学部

　医学科 6 95 5 590
学士
（医学） 1.00 昭和54年度

　保健学科 4 60 － 240
学士
（保健学） 1.02 昭和56年度

工学部
　機械システム工学科 4 90 3 366 1.00 平成5年度

　　（昼間主コース）
　機械システム工学科 4 20 － 80 1.12 平成5年度

　　（夜間主コース）

　環境建設工学科 4 90 4 368
学士
（工学） 1.02 平成5年度

　電気電子工学科 4 80 3 326 1.05 平成5年度

　　（昼間主コース）
　電気電子工学科 4 10 － 40 1.20 平成5年度

　　（夜間主コース）

　情報工学科 4 60 － 240
学士
（工学） 1.06 平成5年度

農学部

　生物生産学科 4 55 － 220
学士
（農学） 1.06 平成3年度

　生産環境学科 4 40 － 160
学士
（農学） 1.06 平成3年度

　生物資源科学科 4 35 － 140
学士
（農学） 1.08 平成3年度

沖縄県中頭郡
西原町字千原
１番地

沖縄県中頭郡
西原町字千原
１番地

学士
（工学）

学士
（工学）

学士
（工学）

沖縄県中頭郡
西原町字千原
１番地

沖縄県中頭郡
西原町字千原
１番地

沖縄県中頭郡
西原町字上原
207番地

学士
（工学）

　琉　球　大　学

沖縄県中頭郡
西原町字千原
１番地

学士（法学，経
済学，政策科
学・国際関係
論，総合社会シ
ステム学）

学士
（人文学）

学士
（人文学）

学士
（経営学）

学士
（経営学）

４　既設大学等の状況
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区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

認　　 可　　 時

該当なし

（20年12月3日）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（○年○月○日）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（○年○月○日）

６　留意事項に対する履行状況等
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認　可　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

該当なし

②　実施状況　（授業評価及びＦＤの実施）

（１）「公開授業」の実施  

（１） 設置計画変更事項等

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

７　その他全般的事項

＜観光産業科学部　観光科学科・産業経営学科＞

　ｃ　委員会の審議事項等

第１回学部教育委員会の審議事項と審議結果は以下のとおりである。議題１：科目企画小委員会と大学教育改善委員会の
委員の推薦について。科目企画小委員会の委員は、観光科学科２名、産業経営学科２名が選出された。大学教育改善委員
会の委員には産業経営学科から１名が選出された。議題２：学部教育委員会副委員長の選出について。副委員長には産業
経営学科から１名が選出された。なお、ＦＤおよび教育改善に関する議題は、次回の学部教育委員会で審議される予定で
ある。

　ａ　実施内容

平成２０年度の「公開授業」の実施計画は以下のとおりである。「英語による授業」は、４月に１回、５月に１回、６月
に１回、７月に２回、計５回を予定している。「情報教育に関する授業」及び「インターンシップの事前・事後指導に関
する授業」は、それぞれ６月に１回の実施を予定している。「観光科学に関する授業」及び「新任教員による授業」は、
それぞれ７月に２回の実施を予定している。なお、後学期の計画としては、「キャリア開発に関する授業」は、１１月に
１回の実施を予定している。「英語による授業」は１１月に２回、１２月に２回の実施を予定している。

観光産業科学部教育委員会規程が平成２０年４月１日の教授会で承認された。同規程第２条(審議事項)には、(１)教育課
程の編成及び改善に関すること。（２）学部教育に係わる教育方法の改善(ＦＤ)に関すること。（３）シラバスに関する
こと。（４）学生の授業評価に関すること。（５）共通教育等に係る授業科目の提供等に関すること。（６）教員免許等
に関すること。（７）その他教務に関し委員会が必要と認めるもの。以上７項目が本教育委員会の審議事項であり、観光
産業科学部教育改善委員会及びＦＤ委員会は、本教育委員会が兼務することにした。

第１回観光産業科学部教育委員会（以下、学部教育委員会）が、４月８日に開催された。学部教育委員会のメンバーは、
学部評議員１名、観光科学科２名、産業経営学科２名の５名で、第１回学部教育委員会には、４名が出席した。
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（２）「学生による授業評価」の実施とフィードバック

（３）シラバスの充実

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

学生の授業評価アンケート該当授業に対してアンケートを実施し、その解析結果に基づき各教員が「授業評価アンケート
報告書」を提出する。

予め公開授業の日時、場所を学部教員に周知徹底させ、参加を呼びかける。公開授業当日は、参加者(教員)にＦＤチェッ
クシートを配布し、約６０分間の授業観察の上、各評価事項に対するコメントを記す。公開授業終了後、公開授業の担当
教員との質疑応答を行う。具体的には各参加教員からのコメントに対する応答及び授業に対する具体的な改善施策に関す
るディスカッションを２０分～３０分程度行う。その後、公開授業の担当教員は、所定の報告書に所見を記し学部教育委
員会に提出する。

平成２０年度の第１回を４月２４日に授業科目：「Introduction to Management」において開催し、７名の教員が参加し
た。（平成１８年と１９年を通じて、計１０回の公開授業を実施し、平均６名程度の教員が参加している。）

これまでに実施した公開授業のテーマは３種類に分類される。１，英語による講義方法の研究。２，視聴覚教材および映
像メディアの効果的な活用方法に関する研究。３，教材・資料の効果的な活用方法に関する研究。それぞれの実施結果を
ふまえた授業改善への取り組み状況については、各担当者がＦＤ報告書の中に記載した今後の課題に対する実践に取り組
んでおり、その成果は学生の授業評価の向上に繋がっている。

学生による授業評価は、全学的に共通する評価項目およびフォーマットを用い、それぞれの授業の１４回目の授業もしく
は最終日に実施する。なお、本アンケートの回収は、当該クラスの学生２名(予め担当教員が依頼した学生)によって行
い、回収したアンケートを統計処理し、その結果を各担当教員に配布する。各担当教員はその結果を踏まえ、さらなる自
己評価のもとに、教育方法の改善に関する計画案を策定し、次学期の当該授業で自らの改善案を実施し、授業の改善に努
める。

　ｄ　実施結果をふまえた授業改善への取組状況

　ｂ　実施方法

　ａ　実施内容

　ｂ　実施方法

平成２０年度前学期に開講する授業科目は、その達成率は約７０％であった。４月の登録調整期間中(４月２５日迄)に未
記入の教員については、学部教育委員会委員会を開催し、未記入の教員へ働きかけて１００％の掲載率を達成するよう努
める。

シラバスの充実施策として、学科長及び学部教育委員からの個別指示・個別指導を実施する。特に、成績評価及び単位認
定の基準と毎回の授業の具体的な内容に関する記載の徹底に取り組む。

　ｄ　実施結果をふまえた授業改善への取組状況

平成２０年度前学期終了時に学部としての初回の授業評価アンケートを実施する。

授業改善の取り組みについては、各担当教員がアンケート統計解析結果をふまえ、自己評価に基づく教育方法の改善施策
を、次学期の当該授業で実施していく。なお、改善施策の効果については、次期のアンケート結果によって自己評価す
る。

　ｄ　実施結果をふまえた授業改善への取組状況

シラバスの公開義務により、計画的かつ体系的な授業の進行が期待できる。評価については「授業評価アンケート」のシ
ラバスに関する評価項目の結果により、次学期終了時に判断することにする。

開講する授業科目については、各教員が責任をもってＷＥＢ上のシラバスに必要事項を記載する。未記載の教員について
は、学科長から記載の指示により、１００％の掲載率になるよう努める。（平成１９年度のシラバス掲載率は、３月末現
在で約７０％であった。）

　ｂ　実施方法

　ａ　実施内容

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）
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（４）教員のための研修会

（５）観光科学に関する教材開発

　　・平成２２年５月頃公表予定

　ｂ　公表方法

　平成２１年度中（学年進行完成年度）に観光産業科学部の状況（年次計画終了時の学位取得状況等を含めて）を総括す
る。
　そのうえで、認証評価に向けた全学的な評価スケジュールと連動した自己点検・評価を平成２１年度に実施する。
　その公表については、認証評価の評価結果後に行う予定である。

（３） 自己点検・評価等に関する事項

（別紙のとおり）

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

②　自己点検・評価報告書

　ａ　公表（予定）時期

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

新しく設置された産業経営学科の強み・弱みおよび当学科を取り巻く環境の機会と脅威の分析から、戦略ビジョンとして
Ⅰ観光教育・研究の中核的拠点になる。Ⅱ高度な専門職業人・幅広い職業人の育成。Ⅲ社会貢献(リカレント教育・留学
生教育の充実)。以上３つの柱をもとに、３つの具体的な戦略目標が設定された。１つ目は教員のモチベーションアッ
プ、２つ目は入口管理として学生数の確保、３番目は出口管理として県外の就職先確保と就職率の向上、以上の３つであ
る。さらにこの戦略目標を達成する手段として重要成功要因が分析され、最後に具体的な成果尺度に落とし込んだ。観光
科学科においても産業経営学科と同様の方法で対応して行く予定である。

中期計画に関する認証評価と教員個々の業績評価の実施に向けて、目標管理と適正評価の方法論を学習すべく、平成２０
年３月２６日と２７日の２日間をかけて、ＳＷＯＴ分析ワークショップが琉球大学で開催された。このワークショップで
得られた成果を活用し、産業経営学科の設置計画を具体的な戦略に落とし込み、明確な目標管理と効果的な評価方法に関
するヒントを得るための勉強会を実施した。観光科学科においてもSWOT分析のためのワークショップの実施について検討
している。

　ｂ　実施方法

琉球大学の大学評価センターと大学評価・学位授与機構の教員をリーダーとする９名のプロジェクトチームの呼びかけに
よるＳＷＯＴ分析ワークショップを開催した。分析・評価の対象は観光産業科学部産業経営学科であり、当学科から６名
の教員が、このワークショップに参加した。

　ａ　実施内容

　ｄ　実施結果をふまえた授業改善への取組状況

　観光科学科と産業経営学科の観光学を専攻する教員および外部の著名な研究教育者により，教材資料の執筆，報告，討
議を行い，その結果を本の形で編集し出版する。分野は観光科学方法論と観光科学科の４分野(観光計画・政策，観光経
営，健康保養，持続可能観光)とする。なお，健康保養分野に関しては，既に一部の教材が開発されている。

当該ワークショップでの体験を活用し、産業経営学科が目指すミッション、ビジョン、ストラテジーを明確にし、今後の
効果的な学部運営ならびに教員ひとり一人の目標管理と自己評価を推進していく予定である。観光科学科においても今後
同様の方法で実施し、学部運営並びに教員の目標管理と自己評価に役立てていく予定である。
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　自己点検・評価結果について外部評価委員会による客観的な評価を加え，総合的な結果としての評価

　報告書を取りまとめ，ホームページ及び冊子等により国内外に向けて公表する予定である。

　　・平成２１年度に大学評価・学位授与機構を第三者評価機関として、認証評価を受ける。（予定）

③　認証評価を受ける計画
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　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

②　設置計画履行状況報告書

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　　１９年　　４月　　　日　　）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置認可申請書」掲載ページへのリンク

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

（４） 情報提供に関する事項

①　設置認可申請書

　　　　　　　　　　　　　（http://www.u-ryukyu.ac.jp/univ_info/general/houjin_siryou/setti_keikaku/ ）

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　　　　（http://www.u-ryukyu.ac.jp/univ_info/general/houjin_siryou/setti_keikaku/ ）

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　　２０年　　５月　　　日　　）
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別紙

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

 

　観光産業科学部は,観光科学科と産業経営学科の2学科で構成され、琉球大学が目指す「地域特性
と国際性を併せ持つ大学」の一機関として，沖縄及びアジア太平洋地域の観光に焦点をあて，持続
的発展に資する観光科学の理論と実践の追究と国際的に通用する実践型人材の育成を目指すことを
基本目的として20年度4月にスタートした。その目的を達成するため，いわゆる「文理融合型の学際
的アプローチ」による教育・研究システムを構築し総合的かつ応用的な学術的成果を社会に還元す
る。さらに国内及び海外の交流協定大学との連携を強化し，教育・研究の質的向上に向けた相互補
完体制を確立していく。また，本学部は地域に根ざし地域とともに発展する学部として，あらゆる
産業に対してその学術的成果を還元し沖縄経済社会の健全なる発展に寄与することを目指す。加え
て産学官の共同体系をさらに強化し高度職業人の養成及び社会人のリカレント教育の場としても，
その機能を充分に発揮し，将来的には大学院の設置に基づき観光学分野と経営学分野での教育・研
究機関としてのさらなる質向上を目指す。
　上記の趣旨・目的達成のための実施体制を整え、「琉球大学自己点検・評価規則」に基づき、観
光産業科学部自己評価委員会を設置した。本学部の自己評価委員会は、その理念・目的に照らし
て、教育・研究活動、教員組織および管理運営活動を点検し、改善・改革に向けて不断の努力を行
いつつ、教育・研究の水準の向上を図っていく。たとえば、観光科学科では，すでに沖縄県や内閣
府が取り組んでいる健康保養型観光やエコツーリズムの推進施策に関して専門的知識の提供と活動
の支援など多角的な連携を行っている。国際貢献の一環としては，独立行政法人国際協力機構
（JICA）から依頼を受け，発展途上国の政府職員等を対象とした観光関連の各種研修に対し，研修
計画立案のアドバイスと専門家としての講師派遣も行っている。さらに地域社会のニーズや学外の
視点から教育・研究等を経常的にモニタリングする仕組みとして、観光科学科では独自に「アドバ
イザリー会議」を組織している。これは観光関連産業の代表、観光行政関係者等で構成されてお
り、社会的ニーズの変化に臨機応変に速やかに対処することを可能としている。
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